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歷
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0
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{四Q

i

再

び一:
ニ

四

四

年

に®
歸
す
る
で
あ
な
ぅ
o:
斯
く
言 

へ

ば

日

附

が

恐

し

く

紛

斜

錯

雜

せ

る

が

如

く

，に

見

ゆ

る 

け
.れ
ざ
も
、旅
人
は
年
を
念
贿
R
置
が
ず
に
、月
日
を
以 

て
^
の
移
動
を
記
す
で
あ
ら
ぅ
.
P
彼
も
し
0'
'
記
の
初

 ̂

/年
を
記
^
-ば
、.
そ
は
彼
の
佳
め
る
處
の
年
で
あ
つ
て
V 

彼
の
通
過
せ
る
旅
行
先
の
年
1?
.
:は

'*
い
で
あ
ら
ぅ
。

,

附
言
:..

註
の
多
く|1
'
'
紹
介.
者
の
窀
婆
心
ふ
：り
_

充
附
記

-(
£

ろ
も
9

.で 

め
ゐ
。

-

.
 

.

正

誤
.

前
，號
本
文1
.玉
三̂

1.

下
段
，中
央
の
英| §
^

S
o

la
r  

K
e

g
id

a
is

 

と
吹
む
。
典
他
は
略
す。

':
'1

:

:

ギ

ィ

デ

ィ

^

ダ

ス

；
:®
:

.
、

史

學

說

(

下)

'
 
■へ
：
ペ

ー

次

.

.

»
:

棘

*

太

：郞

：

六
.

,

- 

. 

'

歷

史
0

侧

造

力

は

一

つ

の

包

容

力

あ

る

事

獎

，

-------------------------------

よ

多

生

溶

の

成

就

に

集

中

さ

れ

る

,0
其

の

到

達

の

手
©
^. 

文
^
と

社

會

秩

序

ビ

が

あ

る
。

文

化

は
S
味

、
ま

®

程 

:
:^
、

免

識

及

び

技

■術

を

包

含

す

る

？

It
t
秩
序
は
多
靖 

の
習
慣
、
親
族
關
係
：
及
び
政
略
の
制
度
で
あ
る
。
歷 

一
史
似
前
^
あ
つ
て
は
模
索
し
た
り
試
み
た
レ
、
種
々
多 

樣
の
&
難
は
相
遇
す
る
。'
:而
し
て
こ
、
に
文
化
社
會
秩 

序
の
萠
芽
を
見
る
。
歷
史
は
穿
盤
し
、
批
判
し
、
拒
否 

し
、
選
擇
し
、
保
守
し
、
變
化
し
、
附
加
し
、
^
合
し
、

一
改
疋
し
、
改
革
し
、
改
造
す
る
。
，

一
文
化
の
歷
史
ば
行
斷
の
歷
史
^
等
し
く
讲
鬪
の
物
語 

|

で
あ
る
。「

新」

は
其
の
存
在
の
爲
め
R「

舊」

ビ
翊
つ
た
ぐ 

一
本
能
、
習
償
、

.趣
味
、
感
情
及
び
種
々
な
る
利
害
が「

舊」

I 

^
助
成
し
た
。
實
驗
的
衝
動
> 
.淸
淨
、.
便
宜
、
安
樂
、

:

健
康
、.
進
取
性
、
.繁
榮
等
は「

新」

ど
提
携
し
た
。

.

,

.
 

♦

.

.「

舊」

は

そ

れ

自

身

を

保

守

す

，
；
る

に

•
滿

足

し

な

か
つ 

允
。

-
^

」

に

對

し

で

^
は

ん
<

試

み

た

。

故
^
兩

者

の 

衝

突

は

殘

存

も

や

う

，と

す.k
?

事

業

の

，權

利

の

爲

め

の

戰

^

あ
つ
た
。「

舊」

と
し
で
殘
:̂
が
、「

新」

ど
し
て
生
れ
；
■
言

語

：學

上

の

硏

究

S

歷
史
時
代
に
殘
存
し
た
民
族
的
風 

:;
發
展
す
る
か
。.「

渐
、

「

舊
し
も
他
^

對
し
げ
其
の
本
來
習
、古
俗
‘等
の
©

に

依

つ

.，て

形

成

す

る

こ

ど

が
出
來
介
。

.
の

港

.1
>
く
仪
.豫

想

せ

る

極

_惡*

々
す
こ
ビ
は
；出
來
な
い
.

是
等
-0
’證
據
は
年
代
記
等
ょ
り
も
屢
，々

價
値
の
多
い
も
，

が
ら
文
明
は
存
庙
す
る
。::
'
: 

:
'.
::
:'
'
;:
..
;

の
^
ゐ
つ
た
。
仑
れ
は
.
^
#の
や
ぅ
に
偏
執
が
な
い
し
、

'
前
^

述
べ
れ
傅
襲
產
を
棑
成
す
る
遞
ャ
な
る
“
の

::
!

一
又
子
孫
に
傳
へ
る
ビ
云
ふ
や
ぅ
な
意
識
的
計
窬
，か
なS

 

.

ぅ
も
つ
$

多
く
の
も
0

が
危
く
な
つ
た
。
：遺
傅
も
確
實
：
| 

.
か
ら
^

あ
る
。
.是
等
の
制
度
す
ベ
て
.を
吾
人
は
總
轄
し 

.で
な
く
な
つ
た
ノ
人
類
の
知
識
他
の
秫
類(

@

族

に

拘

.て
原
始
的
社
會
制
度
と
し
.て
記
述
す
る
。

ら
す
，

)

'-
;

が
人
爲
摘
泷
に
自
然

»

汰

ミ

同

：じ

や

ぅ.に
：
運

命
.

吾

火

が
.今
2
1知
つ

て

居

る

複_

な

社

會

制

度

^

比

較

：

的

に

從

つ

忆

。

改

新

が

許

さ

れ

な

い

ビ

之

ろ

で

ば

經

驗\

す

る
^

原

始

的
*

會

制

度

は
.
大

部

分

殆
6

信

じ

ら

れ

な

.•
'
.

.

的
知_

も
後
代
^

傅
り
得
な
い
。
：

■

:,
パ
^̂ 

|  
.
い
程
蕭
軍
^
あ
る
ン
極
少
擻
が
少
し
く
複
雜
で
あ
る
丈 

:

社
會
刺
度
の
起
源
"
，
講

造

機

能

及

び

潑

轉

R

關
す
る
：

け
で
あ
る
。
特
厕
の
位
置
、
住
所
と
關
職
し
た
あ
る
典 

:

'

:
:.
'
吾
人
の
知
識
は
大
部
分
科
學
的
歸
納
に.
基
く
タ
:.
'

'

. :j  

;

型
の
連
續
で
あ
'る
';
0

.

.

■:
こ
、

に

未

だ

知

ら

れ.^:
い
社
會
制
屬
殘
つ
て
：居
メ 
'

■*
初
に
し
て
且
つ
*
も

單

純

な

る

も

の

は

森

林

.及

び 

I 

:

」

：'
■

;る
。是
等
ば
幸
に
人
種
學
者
妃
依
?
て
觀
察
？
れ
れ
。
事

：
.
'，叢
林
に
於
げ
る
社
會
制
度
で
あ
る
。•

其
の
根
本
的
形
式 

:■
;

:實
科
學
的
の
正
確
さ
は
有
つ
て
居
存
い
が
^
あ

る

程

度

は

小

-
な
群(horde

)

ビ
其
の
交
通
す
る
多
少
の
群
ど 

:

ま
で
の
確
實
性
を
以
て
觀
察
;̂
れ
敍
述
さ
れ
れ
。
：歷

史

.か
ら

々

る

.0
是
等
.の
各
々
は
男
、
女
、
子
供
合
せ
て
僅 

，

以
前
.の
人
々
の
社
會
組
織
は
不
完
全
乍
ら
も
古
物
學
上
.
.か
.た11,

十
人
か
ら
五
十
人
迄
.で
あ
る
。
■此
の
幽
體
は
血
. '

•

■'
第
十
玉

卷

(

七
三
3

:
雜.

-.
錄
：

キ 

.

、

.

第

玉

號
一
四
一
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- 

* 

\

\

激

關

係

に

就

，い

て

何

も

知

ら

也

て

な

い

。

唯

本

顧
^-
習

ff
t
I

白

的V
J

な
.

る

。

母

系

的

制

度

が一 ,

般

に

父

系

的

制

度
 

猶

上

に

依
0

て
'
結

合

ん

た

も

の

で

あ

名

。

：

V

ょ
k

M

始

的
F

あ

る

。 

•

:
#

し

其

の
.
內

部

に

於

い

て

似

刺

秘
^

關

係

の
«

念

が

尊

源

地

方

: 0

社

會

制

度

は

父

系

的

に

な

っ

た

が

、
尙

: .

生

す

る

，
:0
麵

々

な
.
る.

鄭

物

が

不

思

議

な

カ

|

或

ひ

は

ほ

ト

ー

タ

ミ

ズ

ム

や

母

系

的

關

係

の

多

く

の

遺

物

が

あ

.

.

.

.
 

-
•
• 

: 

.

.

. 

.

.

. 

.. 

-
•

‘
：
益
あ
る
、
或

U
は
®
あ
る
力
を
有
す
る H

信
せ
ら
れ
た
。| 

0
'/
2

.°(

R
o
b
e
r
t
s
o
n 

Smith :IKinshIP 

an
d 

Marria- 

幸
運
、
惡
運
の
基
s
な 

>
、
病
源W
も
な
れ
ば
、
又

生|

CT
Qひ
3-Early 

Arabia
.)

幽
靈
及
び
幽
靈
银
拜
の
觀
念
が 

;か
し
も
し
殺
し
も
す
る

.0
を

れ

は

接

觸

に

依

わ

文

か

—
生
じ
、
，是
等
か
ら
祖
先
崇
拜
が
發
展
し
た
。
父
權
は
母 

:

's
>
人
、
.物
.か
ら
物
へ
移
っ
て
ゆ
く
傳
染
性
を
有
づ
そ
居I

系
的
制
度
の
下
に
母
方
の
伯
父
の
權
カ
似
上
ど

な

k
 

-

へ
る
。「

魔」

に
も「

德
J

R

Aな

る

。

即

ち

魔

力

で

，あ

る

9 

| 

I

代
以
上
を
包
含
す
る
家
族
_
.
體

位

屢

々

一

の

族

長

的 

:,
善
き
力
も
あ
れ
膽
疆
&
カ
も
あ
る
。
善
き
カ
を
守
誕
し|

親
族
國
體
ビ
な
っ
た
0是
が
起
る
ビ
否
ど
^
拘
ら
す
、
族 

惡
き
力
を
却
け
る
方
接
が
あ
る
;0
是
售
の
儀
式
は
集
團
長
的
制
度
は
恰
も
母
系
的
社
會
に
於
い
て
ト

I
,グ
ム
や 

,

的
方
蚀
で
あ
っ
て
、
各
||
]
體
^
依
っ
で
多
少
違
っ
て
居|
部

族

の

母

に

從

：っ

て

稀

々

な
違

っ

た

.
慣

例

的

純
類
が
* 

る

'f
e
等
は
車
な
る
©
-#
;0
群
^
を
;̂
^
集
合
猶
1
係

\

在
す
.る
や
■ぅ
に
、
相
當
結
合
せ
る
戰
鬪
者
が 

一
9
の
« 

，
及

び避
合
で
あ
っ
て
、
明
か
に
人
間
：の
特
徼
で
あ
る
。

例
的
種
類
を
作
石
利
！T

か
あ
る
。

> 

• 

此
の
觀
金
及
び
實
際
か
ら
か
ち
':totemisr^

が
生
じr

草
原
地
方
に
於
い
て
新
し
い
社
會
制
度
が
現
れ
t
リ
 

'^
し
‘て
現
に
是
ど
同
一
な
更
に
'複
雜
な
關
係
が
現
れ

を
れ
は
保
護
.を
必
媒
ミ
す
る
不
幸
な
人
間
ご
他
を
保
謎 

,6
。.
是
等
は
又
自
然
的
關
-#
ビ
浪
淆
じ
て」

方

に

顧

し

-

得̂

名

：
カ

を

有

っ

人

.間

？

の

間

；の

諒

解

に

1'
.ぃ

た

‘
^
>
の

::
:
.
:
で
ぁ
る
。
.原
始
的
社
會
に
於
い
セ
は
種
々
な
る
方
法
で
.'
•ら
れ
る
範
圍
に
は
战
系
的
で
ぁ
る
が
，
通
常
父
系
.的
で
’ 

把
隸
を
：得
た
。
：彼
等
自
身
.の
誤
か
ら
村
か
ら
放
逐
さ
れ 

' 

ぁ

る

W

親

族

は

地

方

的

ビ

し

て

連

合

し

、
、四
代
の 

た
り
，
彼
等
の
生
れ
た
则
體
が
戰
爭
の
爲
怂
に
破
滅
し
-
,.:
;間
分
割
し
得
ぬ
冬
の
ミ
し
て
土
地
を
所
有
し
、
而
し
て 

.

た
。''
:
斯
し
^
彼
等
は
奴
隸
と
な
っ
た
。
他
の
小
數
の
者
ぺ
前
述
し
打
や
ぅ
.な
保
«
者
ビ
し
て
他
秫
族
の
被
保
議
者 

:

ば
戰
爭
の
際
に
成
功
せ
^
指
輝
者
e
し
て
特
別
の
地
位
'I.

に 

4
:
:を
古
有
!,
、
分
補
物
の
猻
得
若
し
く
は
典
の
他
の
方
法
：
™
狀
 ̂

ヾ
 

に
依
つ
て
富
1*
ど
な
っ
た
。

草
原
地
方
に
於
い
，て
被

征

一

な
か

つ
た
。

ユ
p S

e
e
b
o
h
m

 : —
T
h
e

 

Tribal 

服
者
は
收b

と

し

，て

保

識

を

受

.け

た

:0
比
較
的
後
世
ま 

一：Sy
s
t
e
m

 

in 

W
a
l
e
$
;

及

び

H
u
g
h

 

s
e
e
b
o
h
m
:
I
T
r

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

I
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.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

. 

 ̂

...

で
靡
原
地
方
生
括
の
殘
つ
べ
©
た
愛
蘭
の
古
代
法
1
3
?
| Structure 

o
f

'oreck-Tribal 

sodety.)

.
t L

a
w
s

に
於
い
て一

部
分
は
持
績
せ
る
®
族

制

度

す

.ベ
て
の
原
始
的
制
度
の
遺
物
、
即
ち
宗
敎
的
孤
獨 

,

ビ
し
て
、

一
部
分
は
保
護
者
に
對
す
る
柔
順
泰
仕
ビ
し
及
び
锱
式
に
基
く
も
の
、
‘憤
例
化
3
れ
た
親
族
に
基
く 

て
組
織
さ
れ
^
社
#
を
發
見
す
る
こ
ど
：が

'm
來
る
。

j 

. 7P

の

及

び

^
u
s
r
t
^
o
.
s
p

 et‘ c
o
m
m
e
n
d
a
t
i
o

に
基
く
も
0 

(
H
e
n
r
y

 

S
u
m
n
e
r

 

Maine :—
Lectures 

on 

the E
a
r
l
y

パ
は
現
在
の
社
會
に
多
ぐ
存
在
し
て
居
る
。
f
tも
^
农
ぁ

.

.

.

.

. 

: 

■
 

圓
 

' 

.
 

-

•
 

History 

of Institutions.) 

る
も
の
は jus 

sanguinis 

p sacramentum 

6

'a.elitatis 

M
始
的
農
廣
11
體
の
社
#
制
度
は
，新
し
い
も
の
？
云
の
や
ぅ
な
國
民
的
法
律
の
内
に
存
す
る
兩
親
の
市
民
權 

V
:

ふ
ょ
b
寧
ろ
舊
遺
制
の
泯
淆
物
^
も
沄
^
;
^

;,
る
。
親
族
關
係
は
邸
ど
父
雨
考
に
侬
.つ
て

關

係

が

認

め

；
す
べ
‘て
の
文
明
人
の
社
會
侧
«
は
古
代
€
現
代
€
紀

‘

觉
十
3/
.卷

(

七
3
3;
.〕

：：
;:
:雜
：

處

.
ギ
ィ
デ
パ
孓
ス
切
歷
史
擧
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J
號
一
四
四

問
は
ず1
般
的
典
型
の
變
化
1
た

も

、
：の

に

過

ぎ

な

い

.
, 

«i
實
文
明
は
文
化
社
會
が
栩
族
に
代
れ
る
も
の
で

P

 

，る
。
都
市
に
於
い
て
は
外
國
人
は
集
合
し
榮
べ
て
終
に 

は
特
權
を
許
さ
れ
、
租
稅
や
兵
役
の
*
本
.的
義
務
を
負 

擔
す
る
や
ぅ
^
な

る

。

而

し

て

：

次

輿

に

舊

：民

族

ミ

司

ブ

一
 

に

な

つ

て̂

く

。

此

の

制

货

の

根

柢

，は

機

會

ど

_
務

ど

，i 

の
相
s

-i
l
係
で
あ
る
。

'

'

此

の1

股
的
典
型
.の

歷

史

的

變

化
.^
就

い

て

は

本

質
 

的
陆
別
を
な
し
及
び
碑
級
_
绩

、
：：集
_
鬪
爭
ど
の
關
：係
：
. 

を
明
か
代
ず
る
^
必
嬰
^
程

度

以

上

に

述

べ

レ

必

擬

は

.
一

な

い

ャ

':
.

:

ソ
,
:
:
一

:
;'
社

會

は

機

會

が

分

割

さ

れ

る

が

.不

平

均

で

あ

り

、

特

.; 

權

階

級
n
依
つ
て
支
配
さ
れ
ふ
限
り
貴
族
政
治

.で
'あ 

る

。
：：
社

會

は

，機

會

が

分

割

，冷

れ

.る
が

不

平

.均

で

あ

ヶ

、
、

. 

資
本
家
階
級
.に
依
つ
て
支
配
さ
.れ
る
限
り
金
力
政
治
で 

'!
)
る
。
社
會
は
機
會
が
す
べ
て
^
對
し
て
要
求
さ
れ
る 

が

事

實

尙

ほ

不

平

均

で

あ

タ

、

命

令

す

る

小

數

者

に

：依

つ
.て
支
配
さ
れ
る
限
り

會

長

政

治

で

.あ
る

。
社
#
は
機

會
が
平
等w

な
り
支
配
が
平
等
で
は
な
い
が
分
制
3
れ

,

た

な

も

民

生

廉

治
.
七

な

石

。
：.

民

主

政

治

は
.

若

し

も

財

，產

が
平
均
^
れ
職
業
が
命
せ
ら
れ
る
な
ら
共
產
■的
で
あ

;

^
'
民
主
政
治
は
若
し
も
财
產
が
其
の
大
部
分
集
合
し

一.

，て

保

. #

さ

れ

職

業

が

•命

せ

ら

れ

る

な

ら

社

會

主

義

的

で

:

あ
る
。：
.民
主
政
治
は
.若

し

，
も

大

部

分

の

財

產

が

_
個

人

的

妃
保
持
さ
れ
る
が
命
せ
ら
れ
る
義
務
及
び
制
限
に
從
ふ

な
ら
、
.且

つ

職

業

も

財

產

ど

同

，じ

や

ぅ

；

^
自
由
，に
«
人

|

的
R
選
#

3
れ
る
^

義
務
ゃ
嫺
限
に
從
ふ
な
ら
、
を
れ

j

は
個
人
主
義
的
で
あ
■る
で
民
^
政

：治

ご

他

の

す

べ

て

の

._
社
會
制
庹
ミ
の
區
別
は
根
本
的
で
あ
る
。
民
主
政
治
に
'

於
い
-て
は
支
配
が
社
會
の
す
ベ
て
の
者
に
關
^

す
る
。

從
つ
て
合
ー
さ
れ
た
社
會
は
そ
れ
を
組
成
す
る
す
べ
-て

の

社

會

ょ6
も

有

力

で

あ.る
。
‘

，
種
々
な
.る
機
能
を
有
す
る
特
種
の
分
派
以
外
に
於
い 

.
て
社
會.は

原

始

的

で

あ■重
駆
で
な
い
。
人
類
の
相
遠

か
ら
種
.々
.な
る
職
業
を
.生
七
階
級
爭
鬪
を
惹
‘起
す
る
o 

. 

優
越
せ
る
少
數
者
若
I
ぐ
は
多
數
者
が
殆W

絕
對
的
に 

交
配
す
る
。
軍
命
が
生
じ
て
從
事
の
：社
會
組
織
を
破
壞 

■:
1
.
?
.
新

ム

ぃ

職

分

的

制

度

が

成

就

，す

る

迄

社

會

組

織

は

； 

へ

向

復

し

得

な

い

プ

民

主

政

治

：ば
：出

®

だ
^

^
價

な

労I

 

法
で
勢
カ
を
平
均

.|

.や
，ぅ
¥

云

ふ

の

で

办

る
;0
無

政

府

\

へ
的
個
人
主
義
は
莫
大
な
不
平
均
を
許
容
し
僅
^
不
i

 

'を
禁
制
^
る
點
.で
誤
0
て

居

る

。
：
此
：
0
極
端
の
中
間
：

 

.社

會

化
3
れ

れ

個

人

主_
に

於

け

石

页

に

微

妙

，の

屯

均

,| 

ぐ
の
.可
能

：性

が

あ

る"- 

P 

,
|

.吾

人

は
-
、

に

學

說

に

歸

つ

て

ベ
&
で

あ

る
。

I 

.
'す
で

に

一

，
つ

の

解

釋
.0
假
說
、，
.荐
し
も
言
葉
が
.偕

越

で
, 

.ダ
い
な
ら
歷
史
の
科
學
的
說
：明
に
就
；い
て
論
す
る
こ
ど
：
 

を
約
束
し
た
。
す
で
に
こ
S
迄
で
讀
者
は
暗
示
を
受
け

:

ft
こ
と
、思
ふ

'0
ン
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.,

以
^:
述
べ
て
來
れ
ぐ
こ
ろ
の
材
料
は
歷
史
だ
ら
ぅ
：

.第
十

五

怨(

七
三
七〕

.

.

.
雜

：：
錄
ン
ギ
ィ
デ
ィ
シ
グ
ス 〔

か

如

何

だ

ぅ

.か
oへ
分
量
的
に
は
ま
小
數
で
あ
るC 
,然 

"

質̂

最

的

に

は

科

學

的

試

驗

：の

.上
藶

史

か

ら

摘

耍

し

.た 

:、も

の

で

あ

る

。

云
.は
ぃ
歷
m
の
.記
名(signatures }

の
や 

\
ぅ
な
も
：の
で
あ
る
。

J

/晋
人
0

»
納

的

科

學

は

；次.第
に
.記
號

に

侬

つ

て

.事

物 

..に

關

す

る

知

識

を

集

積

す

る

。

' 
天
文
學
漭
は
遠
い
太
腸 

■ぐ
の

化

學

的

成

分

を

知
'

0

て

居

る

。

彼

等

は

其

の

ス

.
ぺ
ク 

ト
ル
：0
線
內
祀「

記
號」

を
作
つ
た
か
ら
だ
。
，物
理
學
者
：
 

，‘は
原

子

を

見

な

，
い

が

原

子

の

.記
號
を
讀
む
。
吾
人
が1 

:
:般
：化
し
た
#
料
は
歷
史
0'
指
點
に
外
な
ら
な
い
。

.

.

.

..■歴

史

の*

a
的
學
說
は
§

«

®
R'
於
い
て
眞
理
.で 

あ
る
。
：文
明
は
多
く
の
人
口
.を
維
持
し
繁
榮
せ
し
め
れ 

地
方
に
起
つ
た
。
都
市
入
口
を
維
持
繁
榮
せ
し
め
た
地 

.方
以
外
に
於S

て
成
功
し
た
こ
^
は
決
し
て
な
か
つ 

た
。
.全
歷
史
的
時
期
;-
0
.十
分
.の
九
以
上
を
通
じ
て
11
,吧 

の
行
動
は
地
中
海
盆
地
に
限
ら
れ
て
居
れ
。
此
の
盆
地 

.
は

特

徵

あ

る

地

力

か

ら

成

立

つ

て

居

た

.。

そ

の

各

々

に 

.の
歷
史
離
説

 

.1

四
五
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三
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)

.
雜

錄
.，

タ

ィk
i
y
:ス
，
の
.
歴

史

學

踯

 

藍

雛

一
四
六 

違
'つ
た
文
明
が
起
っ
た
。
然
し
.乍
ら
物
禪
的
環
境
が
靜

;

:

て
は
居
なS.

が
、
矢
張 

> 其
.の
.範
圍
k
於
い
て
眞
沿
で 

的
：で
;*
っ
た
間
ば
何
事
ふ
起
ら
な
か
っ
た
。
.環
境
的
變
：

あ
る
ハ
歷
史
的
人
類
は
想
像
^
な
し
强
い
得
葸
も
感
じ
、
 

化
が
靡

*0
て
稀
々
な
困
難
炎
厄
ド
遭
恐
て
、
始
め
て.

幻
想
も
夢
も
見
、
.感
激
び
し
た
。
彼
等
の
見
た
多
く
の 

こ

>
牧
人
間
の
集
合
的
行
動
が
生
じ
祉
會
の
進
化
*?
£
文

.も
の
は
幻
覺
で
あ
b
、
彼
等
の
熱
情
は
屢
々
脫
却
し
た
。 

.化
の
*
步
が
起
っ
た
。
 

j

然
し
彼
等
の
幻
想
か
ら
發
明
や
發
見
が
生
じ
、
熱
情
が 

/
蛋
の
生
物
學
的
觀
察
も

.其
の
範
圍
.
k
於
い
て
•眞

理

|

ら
英
雄
的
獻
身
も
生
じ
た
の
で
あ
る
。
是
事
の
內
、の
® 

で
あ
る
。
滕
：史
的
の
人
類
は
繁
殖
を
錐
持
し
同
時
に
變I

'--

も
優
れ
た
蓉
が
少
數
者
の
知
助
文
明
^
對
す
る
獻
身
的 

:化
や
長
命
^
可
能
に
す
る
;«
產
、
換
言
す
れ
ば
.動
的

資〗

，
努
ヵ
で
あ
っ
^
。
其
の
內
希
臘
人
は
時
に
於
い
て
も
程 

產
金
所
有
し
て
居
た
。
.生
存
競
爭
^
於
い
て
彼
等
は
活
：

度
に
•於
い
て
も
第
.一

で
あ
っ
た
。

動
力
；

VJ:

適
應
性V 」

を
以
っ
て
彼
等
自
身
を
支
持
し
た
。

.

j

歴
史
の
人
類
學
的
學
說
は
生
物
的
心
理
的
及
び
文
化 

.
又

彼

等

は

無

意

識

的

に

‘
優

生

的

法

產

者

で

あ

っ

た

:0%
 

\

的
要
素
を
最
'
V
#害
^
困
亂
さ
せ
た
。Bal

〖c

族
は
優 

近
禁
制
や
憤
®
に
侬
っ
て
、
成
功
1-
0
生
ず
る
誇
や
尊
.\
れ
た
勢
力
ど
意
思
i
を
展
示
し
た
が
其
の
文
化
は
傅
來 

大
に
依
っ
て
、
優
秀
階
級
の
社
#
的
獨
占
に
'依
っ
て
彼
.

し
れ
も
の
で

*
っ
：た
。
彼
等
が
行
っ
れ
處
は
何
處
で
も 

驾
は
辦
種
を
御
限
し
れ
。生
#
學
者
が：

p
a
n
m
b
d
a
,
i

tf' 

.優
れ
た

.
M
e
d
i
t
e
r
r
a
n
e
a
n

ビ

混
淆
し
て
其
の
文
.七
.を
司 

ぶ

混

渚

を

防

止

し

.た

。

故

に

自

然

淘

汰

は

_
に
'個
入
許
：

化
じ
た
。
.歷
史
k
'於
い
て
獨
創
的
で

办

っ
た
優
れ
，た
部 

|

な
<
比

較

的

純

粹

喊

族

に
^
作

用

し

馆

。
；
.

分
が
雜
種
即
ちB

s
c

文
化
に
依
っ
て
說
明
さ
れ
る
£ 

.又
歷
史
'の
心
理
學
的
觀
察
i
未
、だ
.完
务
に
',組
成
，？
れ

論

ず

各

0
.は
前
後
轉
倒
で
ぁ
る
0
そ
れ
は
唯Medl.tev .

ぐ

^
i
e
a
n

の

文

.ft
で
迤
化
さ
チ
ら
れ
^
fo
a
l
to*
®
勢
カ
:̂
- 

依

る

Medite
r
r
a
n
e
a
n

の
文
化
の
利
用
ビ
し
て
の
み
說 

明
す
る
こ
S
が
出
來
る
。「

成
就
す
る
の
は
'文
化
に
依
つ
' 

て
優
越
で
あ
b
得
る
.種
族
の
腸
史
的
事
業
で
あ
る
。

.:
'
歷
史
，の
社
會
學
的
學
説
は
求
だ
形
成
さ
れ
な
.い
。
璜 

も

著

名

な

歷

史

的

人

民

は

部

分

的

刺

益

に

：
對

す

，る

合

成

：
. 

阶
利
螽
、
：集
合
ま
義
に
對
す
る
：個
人
束
_
を
平
均
す
為
. 

の
に
他
の
人
民
ょ
り
成
功
す
る
可
能
性
が
あ
；っ
た
o 

,
:是
學

'0
歷
逝
學
說
は
す
々
て
其
の
«
圍
に
於
い
：て
眞： 

现
で
あ
る
？
然
し
乍
ら
是
等
の
.一
つ
.も
歷
史
を
說
明
す 

る
も
の
で
は
な
い

o

楚
等
は
悉
x

s
ll
i

をp

成
ず
る
、
. 

若

し

ぐ

は

歷

史

を

形

成

し

得

^
條

件

を

說

明

す

る

の

で 

あ
る
:0

を
の
何
れ
も
何
故
そ
れ
が
實
際
で
あ
っ
だ
か
と 

云
ふ
1
Cビ
を
吾
人
に
吿
げ
る
も
の
で

■は
な
い
。

.何

故

な

ら

ば

歷

史

は

人

間

，の

行

爲

で

あ

る

か

ら

で

あ 

る

。«
史

：は

何

時

し

か

漠

然

ど

げ

で

起

り

、
曲

れ

る

水

路 

を
作
り
。集
合
的
行
動
の
.無
數
の
支
流
に
依
っ
て
塔
れ
 ̂

^
未
だ
.開
れ
ざ
4
將
來
の
霞
の
內
に
洋
々
S
し
て
流
れ
て 

居
る
行
.爲
の
流
れ
で
あ
る
。
.

.
:

f

場
合
に
は
無
數
の
.共
同
に
依
つ
て
な
さ
れ
る
人 

間
の
M
史
的
行
動
は
窗
目
な
る
-本
能
的
で
■あ
つ
た
こ
と 

も
あ
る
。‘
又
.あ
る
場
合
：に

は

(

增
加
し
つ
'
、

*
る
が) 

所
以
つ

て

考
へ
た
政
策
の
試
み
で
あ
つ
た

こ
ど
も
あ 

る
。
日！

4

等
は
一
人
の
人
に
依
づ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
は 

な
い
。
此

;0
理
相
に
依
つ
て
、
寧
ろ
定
命
的
な
理
由
に 

依
つ
て
歷
史
の
偉
人
學
說
は
«

ら
れ
て
し
ま
つ
た
の
で 

あ
.る
0
是
等
0-
>も
の
は
空
想
家
の
心
の
內
R
空
想
ど
し 

て
描
れ
、
や
が
て
實
行
家
は
侬
ろ
て
行
は
れ
な
。
集
合 

的
行
爲
に
變
す
る
に
は
實
行
家
が
關
係
し
て
、

.»]
體
、

:

階
級
、
黨
派
、
仲
間
、
：少
數
者
及
び
多
擻
者
の
內
の
實 

力
あ
る
溝
達
に
.實
質
的
利
益
を
.約
束
し
て
加
入
せ
し
め 

た
。
連
合
は
動
的p

i
u
r
i

で
あ
つ
た
。「

黨
類」

g
a
n
g

 

「

徒
黨J.

孑g

き
し
ぐ
は
，
r
m派」

J
u
n
t
o

は「

何
處
か
へ 

行
&」

若
'0
く
.は「

何
か
を
な
.さ
ん」

.ミ
>
5を
问
け
た
の

第
.十
3?
.

^

. 

(

^
'三
九
.....

)

：
.:
:
雜
’ 

錄
：：

ギ
-ィ
1*ァ.ィ
：ソ
^
.ス
办
歷
_史
學
說
':.'

第
五
駿
■

一

 
四
七
_
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.第
十
丑
卷

(

七
四
〇
丫
雜

.

.
錄
ギ
ィ

r

ァィノ

V.
で
あ
る
。
そ
れ
が
全
體
で

,

0

ょ
：h
も
善
の
方
が
無
限 

に
多
く
な
し
就
げ
ら
れ
た
か
ら
棼

&
適
當
な
名
が
與
へ 

ら
る
ベ

き

で
あ
る
。
，即

ち

そ

.れ
は
：合
成
せ
る
酋
唱
者 

Composite protagonist

で
，あ

つ

，た

。

而

し

て

遥

が

大 

膽

！

2

進

み

、.說

得

、

誘

惑

、

威
嚇

ヽ
':
'
®
制

等

の

人

間

の 

知
れ
る
あ
ら
ゆ

'a技
術
を
以
つ
て
歷
史
を
作
ひ
た
の
で 

あ
る
。：
戰
#

及
び
階
級
爭
圃
を
起
ム
*

。
敵
に
依
つ
て
：
 

い
覆
さ
れ
い
失
敗
に
依
つ
そ
蛾
壤
さ
れ
^
征

服

に

依

^
て
パ 

從
孩
さ
れ
、
若
し
く
は
軍
命
に
依
：つ
て
摩
せ
ら
る
S
ま 

で
自
a
改
新
を
行
ふ
の
で
‘あ
つ
た
。
：

.

歷
史
で
あ
る
行
動
^
於
げ
る
關
■係
者

ど

し

て

、
.
本

能 

的
な
群
集
'
遍
歷
せ
る
.經
驗
家
、豫
想
せ
る
政
策
の
卓
見 

f

.
首

領

等

は

被

等

め

：原

始
_

5
人
_
の
本
性
.以
外

 ̂

*
通
に
：

1:.,

つ
の
特
色
を
有
：つ
て
居
だ
。
さ
も
な
け
れ
ば 

そ
れ
は
眞
に
彼
等
の
人
間
性
.そ
れ

自

身

で

：̂

つ

た

の

か 

t
 

.何

れ

に

し

て

も

彼

等

は

：
：

1
0包
括
的
種
類
の
.も
の
.
. 

で
办
つ
た
.。
す
ベ
て
が
胃
險
者
で
4
つ

た

.
。

す

べ

V

は

0

歴
史
學
說 

第
五
號
.

一
四
八

大
膽
で
前
進
的
で
あ

づ

だ

。
.彼
等
は
笛
の
#
に

誘

れ

、
 

誘
惑
物
に
も
慕
れ
.た
。
余

の

瓶

..
0
爲
め
に
掘
つ
た
り
、
 

■
，
紫

©.
山
に
益
つ
た
b
し
找
。
彼

等

は「

歡
喜
R
逢
は
ん 

が
爲
め
に

」

あ
る

「

敷
し
き

Jersalem 」

に
巡
.禮
せ
ん 

•V

出
.掛
け
た
。
彼
等
は
航
海
し
た
、
戰
り
た
、
掠
奪
し 

た
"
復
讎
し
た
。
彼
等
は
帝
國
を
飾
つ
た
り
分
割
し
た 

K
7し
^
。
絕
ぇ
ざ
る
.苦
闘

.を

以

つ

て

社

會

秩

序

を

創

造 

し
、
而
し
て
醉
へ
る
惡
魔
の
や
ぅ
に
楚
を
破
壤
し
た
。
 

彼
等
は
溢
を
も
讀
み
、
.原
子
を
も
分
割
し
た
。

:

故
に
歷
史
'«
胃
險
で
あ
る
。
.而
し
て
冒
險

に

對

す

る
 

促
進
が
歷
史
の
原
因
で
あ
：る
。
此
0'

命
題
が
余
の
學
說 

.0
要
.點
で
あ
る
。

要

す

る

.に

嚴

说

に

科

學

的

で

あ

る

こ

と

は

胃

險

に

對
 

す
る
.促
進
及
び
.胃
險

に

麵

す
る
反
動
の
平
衡
は
_
力
減 

少
の
歷
史
的
に
行
は
れ
る
樣
式
で
あ
る
。

一.

•

余
の
知
K
V得
る
限
6
に
於
い
て
1£
し
く
而
し
て
耍
約 

さ
れ
：る
一
つ
の
十
分
な
る
理
由
で
あ
る
。
實
際
ど
し
て

の
生
き
た
具
體
的
な
歷
史
に
歸
る
手
近
な
方
法
で
あ 

る
o實
茌
$
し
て
歷
史
は
論
題{theme) V

物
語(story) 

€
で
：あ
る
，。
.論
題
^.
實
’在
で
あ
b
、
物
語
は
菩
'A
の
，作 

れ
る
も
の
で
.ぁ
，る
0
學
問(sch.olarship)-——

德
性
の

I:

種
：丨
は
吾
人
の
歷
史
の
物
語
を
誡
實
<
云
ふ
見
地 

か
ら
是
JH
U

、
而
し
て
f

ベ
き
藤
富
ま
じ
.め
た
o
科 

學
が
發
見
さ
れ
而
し
て
實
在
を
明
示
し
た
o

知
識
.に
依 

つ
て
汚
さ
：
れ

中"
理
解
に
依
つ
て
张
さ
れ
す
^
、
實
在 

は

O
d
y
s
s
e
u
s

.
及
びo

o
l
u
m
b
u
s

に
於
い
て
存
在
し
ft 

ビ
こ
ろ
の
名
の
で
あ
^v

、

物
語
はH

e
r
o
d
o
t
u
s

及
び 

F
r
o
i
s
s
a
r
t
k

於
い

て

存

し

た

：
ど
，

.乙
ろ
の
も
の
で
あ
る
o 

實
在
ビ
u

:r
r

歴
史
は「

冒
險J

で
あ
つ
，た
。ー
而
し
て
又
腎
. 

險
々
あ
る
0

物
語
ど
し
て
歷
史
は「

大
ロ
ーY

ン
ス
し
で 

あ
つ
：た

し

、
現
在
.さ
ぅ
で
あ
b

、
又
時
間
0

終
る
ま
で 

.

.

.う̂
で
あ
ら
ラ(

完)

.

.

.

國
家
機
能
の11

大
分
岐

奥
井
.復
太
郞

第

屮

茳

卷.

ハ
七
四
二

m

錄

/

歐
洲
諸
國
に
於
け
る
中
*
的
社
會
組
織
が
崩
壤
し
て 

M

界
.の
最
高
‘權
威

な

る

，羅

馬

法

王

ビ

，俗

界

の

最

高

權

威 

へ\

:
た
る
神
聖
羅
馮
皇
帝
^
に
依
て
代
表
せ
ら
れ
し
加
特
カ 

敎
會
ミ
封
建
制
度
ビ
が
漸
次
其
の
勢
力
を
失
墜
し
つ

、 

一:'
あ
る
ビ
共
に
中
世
社
會
のHorizontal 

division

は
新 

I
L
m
n
a
t
i
o
n
a
l
i
t
y

の
勃
典
を
中
心
マ
し
す
.る

vertical 

aTk 

.

<

f
を
以
て
區
劃
せ
ら
れ
乜
る
澌
社
會

ビ

代
る
£

4
.:

れぅ
9
 

,

斯
の
如
く
近
代
的
國
家
の
發
建
ど
共
にM

e
r
c
a
n
g
s
m

 

'
の
'經
濟
思
想
並
び
に
之
れ
：に
適
應
せ
る
經
濟
政
策
は
優 

秀
な
.る
政
治
的
社
會
的
地
位
を
占
ひ
、る
^
及
ベ
り
。
即 

:

『

此
時
代
を
通
じ
て
著
し
く
富
强
の
程
度
を
增
加
し
來

間
足
機
能
の
一
一
大
殳

㈣ 
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